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平成 30 年度生活・健康系（保健体育）コース 修士論文公開審査会・中間発表会 

（1）	 日時：平成 31 年 2 月 10 日（日） 

（2）	 場所：地域連携多目的ルーム 

（3）	 次第 

1） 開会の辞：松井敦典先生 8:55～ 

2） 修士論文公開審査会 9:00～14:10(発表 5 分・質疑 15 分) 

3） 修士論文中間発表会 14:15～16:05(発表 10 分・質疑 5 分) 

4） 閉会の辞：松井敦典先生 16:10～ 

    氏名 指導教員 
開始

時刻 
論文題目 

修

論

審

査 

1 柿本 麻希 

藤田雅文 

9:00 日本女子サッカーの普及に関する一考察 

2 正木 晃 9:20 
運動部活動における目標設定・勝利志向性・意見の反映度と満足度に関する研究 

―高等学校・大学男子サッカー部を対象にして― 

3 柏木 洋輝 

木原資裕 

9:40 小学校体育授業におけるハンドボールの構想と展開 

4 古賀 雅治 10:00 中学校体育授業「剣道」における剣道具のあり方に関する一考察 

（休憩 5 分） 

5 高原 弘樹 綿引勝美 10:25 サッカーにおけるプレーインテリジェンス育成トレーニングについて 

6 戸花 善紀 

湯口雅史 

10:45 
小学校体育科ゲーム領域(低学年)におけるルールや場設定についての一考察 

―アフォーダンス理論からの視点をもとに― 

7 鈴木 貴之 11:05 
構成主義的学習観の立場から構想した体育授業における教師の言葉かけに内在する評価観について            

―「意味づけ」と「価値づけ」に着目して― 

8 原田 卓弥 11:25 
体育科における機能的特性と文化的特性を軸とした学習論の違いが子どもによる授業評価に与える影響 

―形成的評価票を手がかりにして― 

（休憩 5 分） 

9 三好 亮太郎 南 隆尚 11:50 「自然体験活動が与える関節体験時の心理的影響」 

（休憩・昼食 80 分） 

10 長濵 奈樹 

田中弘之 

13:30 スプリント走における 1 歩目の着地がその後のパフォーマンスに及ぼす影響 

11 吉川 健太 13:50 マウスガードの有効性再考 

  （休憩 5 分） 

中

間

発

表 

12 山田 智博 松井敦典 14:15 
バドミントン競技におけるハイバックハンド・ストロークの動作解析 

～飛距離に貢献する要因について～ 

13 杉本 京太 

湯口雅史 

14:30 
運動部活動における補欠制度に関する一考察 

~補欠部員は本当に幸せなのか~ 

14 福田 まゆ 14:45 
運動嫌いになる要因に関する検討 

―幼児の生活に密着して― 

15 森𦚰 康人 15:00 
表現運動領域の学習における「恥ずかしさ」の検討 

-「恥ずかしさ」克服の「きっか
．．．

け
．
」に着目して- 

（休憩 5 分） 

16 中川 沙弥 

木原資裕 

15:20 剣道における熟達者と未熟達者の認知特性の違い 

17 田邊 航 15:35 中学校体育授業「剣道」における導入のあり方に関する検討 

18 三好 徹 藤田雅文 15:50 保健体育科教員の勤務実態と健康状況に関する研究 
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日本女子サッカーの普及に関する一考察 

 

教科・領域教育専攻 

生活・健康系コース(保健体育)                   指導教員  藤田 雅文 

柿本麻希 

                                            

Ⅰ 諸言 

 サッカーは，ボールひとつあれば楽しめる点

で，根強い人気があるスポーツである。かつて

サッカーは，男性のスポーツとされていた。

1991 年から FIFA 女子ワールドカップが開催

されたり，1996年のアトランタオリンピックで

初めてオリンピック種目になったりしたことに

より，女子サッカーは世界的な広がりをみせて

いるが，十分普及しているとは言えない。 

本研究では，女子サッカーが十分に普及して

いない徳島県の現状を明らかにし，各年代の女

子サッカー人口を増やすこと及び「サッカー離

れ」を防ぐ手立てを探り，どのような環境整備

を行っていく必要があるかを追究していく。 

 

Ⅱ 研究の方法 

1.文献研究 

サッカーに関する文献や関連 Web ページな

どを引用して，サッカーの起源，歴史，発展な

どについて明らかにする。また，これまでのサ

ッカーの発展の流れの中で，「女子サッカー」が

どのような経緯で発展してきたのかを明らかに

し，日本女子サッカーの現状について考察する。 

2.調査研究 

女子サッカー継続者と女子サッカー非継続者

に調査を行い，分析結果からそれぞれの傾向を

見出し，考察する。 

(1)調査の対象 

 調査の対象は表1の通りである。大学生，短

期大学生，専門学校生は，「大学生」として表記

する。 

表1 回答者の属性と回答者数 

  

(2)調査の方法と期間 

 サッカー継続者には，集合法による質問紙調

査を行い，サッカー非継続者には，電話調査で

行った。期間は，平成30年5月～9月である。  

(3)調査の内容 

 調査項目は，大きく分けて以下の通りである。 

表2 調査項目 

 

(4)分析方法 

 Microsoft Excel 2010にデータを入力し，単

純集計及びクロス集計を行った。また，統計ソ

フト js-STARにより，χ2検定，正確二項検定

を行った。自由記述に関しては，KJ 法によっ

て回答を分類し，分析した。 

 

Ⅲ 結果と考察 

1.文献研究 

 サッカーの起源は，紀元前，中国で行われた

サッカー継続者 サッカー非継続者
小学生 16 0
中学生 15 4
高校生 37 2
大学生 12 8
一般 15 31

計 95 45

サッカー継続者 サッカー非継続者

③所属チームについて ③サッカーを再開する意思について
④男子とサッカーをすることに
　対するやりづらさの有無
⑤練習について
⑥指導者について
⑦サッカーの継続理由及び
 今後の継続意思について

①サッカーを始めた年齢及び離脱経験
　　　　　　　　　　  ②サッカーを始めたきっかけ
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蹴鞠であると言われている。しかし，女性が男

性と変わらずにサッカーを楽しめようになった

のは，1970年代になってからのことであり，女

子サッカーの歴史は長くはない。 

2011年のFIFA女子ワールドカップにおいて，

日本女子代表が初優勝を果たしたことで，女子

サッカーの存在が日本中に知れ渡った。小学生

年代では，男子に混ざってサッカーをしている

女子選手を目にすることも増えた。しかし，中

学生になると，「サッカー離れ」を起こしてしま

う女子選手が多い。JFAの調査によると，小学

6年生から中学 1年生，高校 3年生から大学 1

年生にかけて女子選手数が激減している。 

2022 年の国民体育大会からサッカー女子を

成年と少年（16 歳以下）に分けて実施される。

徳島県でも様々な取り組みが行われており，女

子サッカーの普及に努めている。 

2.調査研究 

 10 歳までにサッカーを始めている者が全体

（140名）の79.3％を占めており，多くの者が

小学生の時にサッカーを始めていることが分か

った。また，サッカーを始めたきっかけは，「兄

がサッカーをしていたから」が多く，兄・弟・

姉・父を「家族がサッカーをしていたから」に

まとめると，過半数を占めていた。 

離脱時期は，「中学1年生」が多く，中学校・

高校・大学進学時に「サッカー離れ」を起こし

ている者が多いことが分かった。その理由とし

て，「女子サッカーチームが無かった」が最も多

く，女子サッカーチーム不足がうかがえる。 

 サッカー継続者の継続理由としては，「サッカ

ーが楽しいから」と回答している者が全体の

56.8％を占めていた。 

高校生，大学生では，継続意思のある者が半

数以下となっており，進学や就職など将来を見

通した時，サッカーを継続できるか不安に感じ

ている者が多いと考えられる。 

 サッカー非継続者の過半数は，サッカーを再

開したいと考えているものの，実際には再開で

きていないことから，女子サッカークラブが近

くにないことやワークライフバランスの調整が

難しく，なかなかサッカーをする時間が確保で

きないのではないかと考える。 

 これらのことから，女子サッカー部や女子サ

ッカークラブなどを散在して設け，女子が安心

してサッカーを続けていく，または，始められ

る環境を整備することが，女子サッカーを普及

させていくことにつながると考えた。 

 

Ⅳ 総括 

 本研究の結果，JFAが指摘する年齢別女子選

手人口が急減する時期と回答者がサッカーを離

脱する時期が重なっていることが分かった。女

子サッカーを普及させていくためには，生涯ス

ポーツとして楽しむことができる環境を整える

ことが大切である。 

女子サッカーが今後さらに普及・発展してい

くために，「1時間未満で通えるエリアに散在す

る，多くの小学生と中学生が混在する女子クラ

ブの設置」，「指導者と審判員の育成」，「情報の

発信方法の見直し」の3つを提案する。 

 

Ⅴ 今後の課題 

 本研究では，徳島県の女子サッカーの現状を

明らかにしたが，調査の対象が少ないことが課

題である。今後は，徳島県内での対象を広げ，

また，他の都道府県の現状や課題を明確にし，

女子サッカーがさらに普及・発展していくため

の手立てを探っていくことが今後の課題である

と考える。 
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運動部活動における目標設定・勝利志向・意見の反映度と満足度に関する研究 

―高等学校・大学男子サッカー部を対象にして― 

 

 

教科・領域教育専攻 

生活・健康系（保健体育）コース                  指導教員   藤田 雅文 

正木 晃 

                                            

Ⅰ．緒言 

 文部科学省（2014）¹⁾は、運動部活動の指導

のあり方について「個々の生徒が、技能や記録

等に関する自分の目標や課題…（中略)…自ら設

定、理解して、その達成、解決に向けて必要な

内容や方法を考えたり、調べたりして、実践に

つなげる」、「生徒同士で、部活動の方向性や各

自の取組姿勢…(中略)…指導者は、指導を通し

て発達の段階に応じて育成することが重要であ

る」と指摘している。 

 また、深見ら（2016）²⁾は、中学生・高校生

の運動部員を対象とした研究で、高校生は勝利

主義が大半を占めており、中学生は、勝利中心

の楽しみ志向が強く、運動部活動が「楽しい」

と回答した生徒は、「苦しい」と回答した生徒よ

りも、自分には「目標がある」と回答した生徒

の割合が有意に高かったことを報告している。 

 今日のサッカー部活動においては、高校生・

大学生が自分たちでチームの目標を設定し、チ

ーム目標を共有し、すべての部員がチームの目

標とは別に、個人の目標をもち、その達成に向

けて計画を立てて取り組んでいることが望まし

いと考えられる。 

 そこで本研究では、深見ら（2016）²⁾の先行

研究に準拠して、サッカーに関するチーム・個

人の目標設定の仕方、部員の勝利志向、部員の

意見の反映度の実態を明らかにすること及びそ

れらの実態と部員の満足度との関係、また、高

校生と大学生の目標設定に対する意識の相違点、

さらに近年、注目をされ始めている「ボトムア

ップ理論」の効果について明らかにしていく。 

Ⅱ．研究方法 

１． 調査の対象 

 K県の高等学校サッカー部（8校） 

A高等学校 10名、B高等学校 33名、 

C高等学校 21名、D高等学校 16名、 

E高等学校 26名、F高等学校 40名 

H県F大学男子サッカー部 65名、 

K県T大学男子サッカー部 26名、 

T県N大学男子サッカー部 15名、 

計 252名 

1 年生は、部の内部状況を十分に把握して

いないと考えられるため、調査対象から除外

した。 

２． 調査の方法 

郵送による質問紙調査 

３．調査の内容 

（1）回答者の属性 

①学校種別 ②サッカー経験年数 

③1 週間の練習頻度 ④公式戦の出場機会の

状況 

（2）サッカー部活動に対する満足度 

（3）勝利志向と楽しみ志向 

（4）チームの目標設定 
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①目標の決定者 ②目標の共有状況 

（5）練習メニューの決定者 

（6）個人の目標設定 

①目標の有無 ②目標達成に関する計画の有 

 無 

③目標達成の客観的評価 

（7）部員の意見の反映度 

４．分析方法 

Microsoft Excel 2010に回答データを入力し、

単純集計、クロス集計を行った。また、統計ソ

フト js-STAR を用いてχ²検定を行った。部員

の満足度の関係については、回答を二分法によ

って分類し、分析した。 

Ⅲ．結果と考察 

①全体的に、チーム/個人目標を設定しており、

ほぼ全員がチーム目標を共有出来ていた。また、

部員の意見の反映度も高く、目標に対して努力

していることから運動部活動に対する満足度も

高い結果となった。 

 高校生のチーム目標設定には、指導者が介入

しており、指導者もしくは指導者と一部の部員

で目標設定していると回答した生徒よりも、す

べての部員が関与して目標設定していると回答

した部員の満足度の方が高かった。 

 また、大学生は部員主体でチーム目標の設定、

練習決定を行っていると回答した部員の満足度

が高かった。 

②個人目標の設定において、高校生では目標の

ある部員は、ない部員よりも満足度が有意に高

く、個人目標の達成に対する計画も相対的に具

体性が高かった。また、個人目標の達成に対す

る努力は、目標があると回答した部員が、ない

と回答した部員よりも努力している割合が有意

に高かった。大学生では、有意差は出なかった

ものの、目標のある部員の方がない部員よりも

満足度が相対的に高かった。また、個人目標に

対する計画があると回答した部員の方がないと

回答した部員よりも満足度が相対的に高かった。 

③ボトムアップ理論を採用している大学とトッ

プダウン型の運営をしている大学の満足度は、

ボトムアップ理論を採用している大学が有意に

高い結果であった。 

Ⅳ．今後の課題 

本研究では、運動部活動に対する満足度を「楽

しさ」という１つの側面でとらえて分析した。

確かに、運動・スポーツに対する部員の満足度

を規定する主な要因が「楽しさ」であることに

間違いはないが、それ以外にも多様な要因があ

ると考えられる。 

また、「ボトムアップ理論」を採用しているサ

ッカー部はF大学のみであることや、F大学に

おいてもボトムアップ理論を採用し始めて、半

年足らずしか経っていないこと、理論の浸透具

合に不透明さがあることなどの要因で十分に検

討できなかった。 

これら二つの点は、今後の研究課題である。 

Ⅴ．引用・参考文献 

1）文部科学省（2014）運動部活動の在り方に関

する調査研究報告書～一人一人の生徒が輝く運

動部活動を目指して～． 

http//www.mext.go.jp/a_menu/sports/jyujitsu/

__icsFiles/afieldfile. 

2）深見英一郎・岡澤祥訓（2016）運動部活動に

おける目標設定、 勝利志向性、意見の反映度の

実態並びにそれらが生徒の満足度に及ぼす影響、

体育学研究、61(2)：781-796 

 

 

 

-  6  -

平成30年度　修士論文公開審査会



⼩学校体育授業におけるハンドボールの構想と展開 
 
 
教科・領域教育専攻 

⽣活・健康系コース（保健体育）                  指導教員 ⽊原 資裕 

柏⽊ 洋輝 
 

Ⅰ.緒⾔ 

⽇本国内におけるハンドボール競技⼈⼝は，

H29 年度の⽇本ハンドボール協会登録競技者

数として 94,338 ⼈である。その内，⼩学⽣競技

⼈⼝はバスケットボールに⽐べ約 1/30 の⼈数

となっており，⽇本国内のハンドボールの普及・

発展における深刻な問題となっている。⼩学⽣

の競技⼈⼝が他の年代に⽐べ伸び悩んでいる要

因は，ハンドボールの魅⼒や特性が⼦どもたち

に伝わっていないことであると思われる。 

⼩学校学習指導要領解説体育編の中学年，⾼

学年どちらにおいても，ハンドボールを指導す

ることができる旨の記載があり，学校体育授業

教材としてハンドボールを取り上げることが可

能となっている。しかし，学校体育授業におけ

る実施率は低く，競技⾃体を知らない⼩学⽣の

ハンドボールの愛好度も低くなり，競技⼈⼝の

少なさにつながっていると思われる。⼀⽅で，

多数の⼩学⽣競技⼈⼝を獲得しているサッカー

やバスケットボールは，⼩学校体育授業でも教

材として多く取り上げられている。⽇本代表や

⽇本を代表するスター選⼿の活躍がマスメディ

アで報道され，その姿に憧れてそのスポーツに

興味が湧くことも⼀要因である。また，学校体

育授業で経験することでそのスポーツの楽しさ

に触れ，地域のスポーツクラブ等で継続して⾏

いたいという思考が⼤きく働いていると思われ

る。 

本研究は，⼩学⽣競技⼈⼝の増加を意図した

⼩学校体育授業における『ハンドボール授業』

での⼯夫や課題を考究し，『ハンドボール初⼼

者の教師でもできる授業』の構想について検討

していくことを⽬的とする。 

 
Ⅱ.研究⽅法 

１． ハンドボールの現況分析 

２． ハンドボール関連の⽂献及び学校体育授

業における先⾏研究の分析 

３． 『ハンドボール初⼼者の教師でもできる

授業』の検討 
 

Ⅲ.結果と考察 

⽂献及びインターネットを通して，世界・⽇本

におけるハンドボールの現況について概要を把

握した。現在世界では，ハンドボール競技から

派⽣したものが数多く楽しまれている。競技ハ

ンドボール⾃体もヨーロッパではサッカーと肩

を並べるほどの⼈気がある。しかし， H29 年度

の⽇本ハンドボール協会登録競技者数 10 万⼈

にも達していない。特に⼩学⽣年代では，競技

⼈⼝の少なさが顕著である。どの県にも均等な

機会があり，⼩学⽣にとって最も⾝近な運動・

スポーツを⾏う時間である⼩学校体育授業に，

教材としてハンドボールを取り⼊れ触れる機会

を増やすことで愛好度向上につながると考えら

れる。 
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図１ H29 年度 JHA，⽇本バスケットボー

ル協会育成年代の競技者登録者数 

ハンドボール関連の⽂献及び学校体育授業に

おける先⾏研究の分析では，ハンドボールの授

業づくりの⼯夫や課題について検討した。学校

体育授業におけるハンドボールの教材価値は，

先⾏研究や⽂献の分析から改めて以下の３点に

まとめた。 

① 幅広い⼯夫が可能であり，児童の実態に

合わせたボール運動の授業を⾏うことが

できる。 

② ⾛・跳・投の要素を含んでいて児童の⾝

体の発達に優位に働き，特に投能⼒の向

上に期待できる。 

③ 発達段階にあったボールを選択でき，児

童でも⽚⼿で握れ，基本技能が⽐較的容

易で，運動の苦⼿な児童でも楽しめるボ

ール型運動である。 

また，ハンドボール教材化における頻出の課

題についても以下の３点にまとめられる。 

① ⼩学⽣にとって歩数制限やドリブルなど

の技術が難しい。 

② 授業準備が⼤変である。 

③ 教師がハンドボールの技術・戦術，ルー

ルを知らない。 

これらの課題は，上記の教材価値を基にした以

下の改善策により緩和していくことが可能であ

ると考えられる。 

① 歩数制限やドリブルなど難しいとされる

技術を排除したゲーム設定，児童の実態

にあった授業展開にすること。 

② カラーコーンや跳び箱など学校既存の⽤

具を使⽤し児童⾃らが準備⽚付けできる

ようにすること。 

③ その他の競技等と類似している点が多く

あることを把握し，教師が他のゴール型

競技と同等の教材研究を⾏うこと。 

『ハンドボール初⼼者の教師でもできる授業』

の検討では，単元の内容や⼯夫として，以下の

３点を中⼼に授業提案を⾏った。 

① 『競技ハンドボール』のルールにこだわ

らず児童の実態にあった⼯夫を⾏う。 

② 学校既存の⽤具を使⽤し，準備⽚付けな

どは児童もできるようにする。 

③ 「戦術」の学習を⾏う。 

これらのように様々な⼯夫をしやすい点や基

本的な技術が簡単なことを利⽤し，「戦術」の学

習をしっかりと⾏い，児童が達成感や充実感を

味わえるようなゲームの設定の創出を⽬指す。 

 
Ⅳ.今後の課題 

今回提案したハンドボール授業内容について，

実際の教育現場で実践を⾏い，実践した指導者

や児童の感想をとることが今後の課題となる。

授業改善を繰り返し実践することで，教師にも

児童にも⾏いやすい，⾯⽩いという意識を持っ

てもらい，ハンドボールの愛好度を向上させて

いくことがさらなる普及・発展に必要となると

⾔える。 
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6,389

0 100,000 200,000 300,000

⼤学⽣
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中学校体育授業「剣道」における剣道具のあり方に関する一考察 

 

 

教科・領域教育専攻 

生活・健康系コース（保健体育）                指導教員  木 原 資 裕 

古賀 雅治 

                                            

Ⅰ．緒言 

 平成 20 年３月に告示された新学習指導要領

で，平成24年度より中学校保健体育授業に「武

道」が必修科目となっている。それに伴い多く

の問題も挙げられている。一番の問題となって

いるのは指導者不足の問題である。武道を教え

るにあたり，指導者の経験がなければ教えるに

は非常に難しいものがある。他のスポーツと違

い，ルールを知っていてある程度理解ができる

ものとは違い，武道は基本的な動きが決まって

いることが多い。武道経験が少ない初心者にと

っては教えること自体への不安も大きい。しか

し，その初心者が教えられるような指導内容が

精選できていないのが現状である。 

また，同様に指導内容の詰め込みによる指導

時間不足の問題も挙げられる。武道では「伝統

的な行動の仕方」「礼儀作法」など触れなければ

ならない部分も多くなってしまう。特に剣道で

は防具の着脱や竹刀の握り方，体さばき，足さ

ばきにかなりの時間を必要とし，相手と打ち合

う，攻防を展開するなど剣道の本質的な面白さ

に触れることなく授業が終了してしまうことも

ある。そのため，生徒達が剣道に触れた時に剣

道の良さや面白さが伝わりにくく，剣道に対す

る強い抵抗感や興味・関心を持ちにくいと考え

られる。そうした問題に対して，これまでも多

くの実践研究がなされている。 

例えば，スポーツチャンバラの用具を用いた

り，新聞紙剣の使用など従来の竹刀や剣道具を

用いた指導法での扱いにくさや打突を受けた際

の痛さなどの影響を緩和する方法などが考えら

れてきた。 

そこで，本研究では，それらの実践研究を参

考に従来の剣道具を使用しての授業ではなく，

簡易用具を使用しての授業実践を行うこととし

た。また，剣道具のあり方を検討していくこと

によって剣道の特性に触れつつ，生徒の剣道に

対する強い抵抗感の緩和，生徒の運動欲求の充

足，授業時間の不足，剣道に対する興味・関心

など様々な問題に対して効率化をはかる一助と

なることを目的とする。 

Ⅱ．研究方法 

１）これまでの実践されてきた中学校体育授業

剣道での実践研究を文献やインターネッ

トにより情報収集を行う。 

２）これまでの実践研究を参考に，より剣道的

で操作性と安全性などに優れた用具を試

作・試行する。 

３）従来の剣道具を使用せずに簡易用具を使用

しての実践における指導内容を精選し，剣

道授業における剣道具のあり方について

検討する。 

４）授業実践を行い，剣道授業における剣道具

のあり方を考えるとともに，体育科教材と

しての可能性を検討する。 
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Ⅲ．結果と考察 

１）簡易用具の使用 

本研究では従来の剣道具を使用せずに簡易用

具での実践を行った。使用した簡易用具はこれ

まで実践させてきたスポーツチャンバラの剣や

新聞剣などを参考にし，操作性，安全性を考慮

しつつ作成した。 

表１ 簡易剣と中学生用の竹刀の比較 

 簡易剣 

（ポスター用紙） 

中学生用竹刀 

(３７) 

長さ 約７０㎝ １１４㎝以下 

重さ ６４g ４００g～ 

２）簡易用具を使用しての授業実践 

 従来の剣道具を使用しての授業実践ではなく，

簡易用具の使用は，様々な問題に対して有効で

あると考えられる。 

 生徒の剣道に対する抵抗感については，簡易

剣の使用により、「楽しく活動できた。」「剣道が

好きになった」など短い実践時間の中でも生徒

の抵抗感の緩和に繋がったのではないかと思わ

れる。 

 生徒の運動欲求に関しても運動欲求が満たさ

れるような内容を取り入れ実践を行ったことで

運動欲求を満たすことができたと考えられる。    

また、今回授業実践の中で万歩計を使用して

平均歩数なども記録することができたため、今

回のデータを参照し，ほかの授業（球技，器械

運動）との比較をすることで剣道授業がどの程

度，運動量があるのかというのが見えてくるの

ではないかと思われる。 

 今回の授業実践は短時間の実践ではあるが，

剣道の特性に触れ，それを感じることのできた

生徒がいたことが大きな成果と感じる。武道が

大切とする「礼儀」や独特の緊張感など普段の

生活でふれることのできない雰囲気を感じるこ

とが武道授業における一つの魅力ではないかと

考えられる。そのことを生徒自身が感じること

ができたのではないかと考えられる。 

 

 

写真１ 授業実践の様子 

Ⅳ．結語 

 剣道具のあり方を見直すことによって剣道に

対する多くの問題を解決し，学校剣道としての

新しい展開の可能性を見ることができたのでは

ないかと思われる。しかし，一般的な普及に関

いては，剣道初心者が授業指導に当たる場合の

指導内容を検討していくことや，実践で使用し

た簡易用具の製作に関してもさらに検討してい

くことが必要であると思われる。また，授業実

施の時期や活動場所などに関しても検討，改善

することによってさらに問題解決への可能性を

見ることができるのではないかと考えられる。  

 日本古来の武道である剣道の伝統に柔軟性を

持たせる内容として今後，さらに様々な角度か

ら授業実践における取り組みを検討していきた

いと思う。 
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サッカーにおけるプレーインテリジェンス育成トレーニングについて 

 

 

教科・領域教育専攻 

生活・健康系コース（保健体育）                  指導教員  綿引 勝美 

高原 弘樹 

                                            

序章 はじめに 

第１節 研究の概要・方法 

近年、ドイツの育成方法が注目されている。

2014FIFAワールドカップでの優勝などが理由

として挙げられる。 

 また、近年では日本人選手も海外のリーグへ

と積極的に移籍するようになっており、その中

でもドイツのリーグに所属する選手が特に多い。

これはスタミナなどのフィジカル面の能力が高

く評価されているのが理由である。このことか

ら、日本人選手はドイツで求められているサッ

カーに適応するという評価を受けていると考え

られる。 

 しかし、それぞれ自国代表として 2014FIFA

ワールドカップの結果を見ると日本代表はグル

ープリーグ敗退に対してドイツ代表は優勝と大

きな差が出た。特にこの大会において、日本代

表はパス面における成績が他国、特に上位チー

ムに比べて劣っているのが目立った。それに対

し、ドイツ代表はパス面においては他を圧倒す

る成績を残した。 

このことに関して、ドイツで指導をしている

中野吉之伴（2015）は一つの要因として「判断

力の向上」を挙げている。ドイツで言う判断力

向上とは、「状況に応じた選択ができるように戦

術理解を深めさせ、その判断スピードを上げる

こと」と解釈されており、日本での判断力とい

う言葉に対する概念とは違いがあることを指摘

している。 

また最近、「インテリジェンス」という言葉を

よく耳にする。「インテリジェンス」の意味を調

べると、ドイツでの判断力の定義に近い意味と

して、「心理学で、環境に適応し、問題解決をめ

ざして思考を行うなどの知的機能。」があったこ

とから、ここではインテリジェンスという言葉

に置き換えて研究を進めることとする。 

本研究では、育成期に照準を当て、以下の観

点から文献を中心に研究を行い、その文献研究

から得た情報を基に分析・考察を行っていく。 

①サッカーの起源から現代までの変遷 

②インテリジェンス能力について 

③日本とドイツのサッカー協会における育成方

針・システムについて 

 その後、これらの分析結果をまとめ、日本サ

ッカーの育成における課題等についてまとめる。 

第１章 サッカーの変遷 

 ここではサッカーの起源や現代までの変遷、

及びそれに伴って発生、変化してきた戦略・戦

術についてまとめていき、現代で求められる選

手像について考察した。 

求められる選手像の要素はいくつかあると思

うが、近年では特に「インテリジェンス能力」

の重要度が大きく高まっていると感じる。イン

テリジェンスについて、詳しくは後に述べてい

くが、この能力を高めることはサッカーのみに

限らずどのスポーツにも、または学校教育にも
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影響を与えるものだと考えられる。 

第２章 インテリジェンスについて 

 「インテリジェンス」とはそもそもどのよう

な意味か。また、サッカーにおける「インテリ

ジェンス」の定義をまとめ、求められているイ

ンテリジェンス能力の高い選手はどのような選

手なのかについて検討した。 

 インテリジェンス能力を高めるために、最も

必要な要素の一つに「言語化」を挙げた。数多

く生まれている戦術用語をどのように「日本語

化」するかが重要だとしている。そして常に海

外から受け取るだけではなく、日本から世界に

発信できる戦術を生む。ここまで持っていくこ

とで初めて日本は世界と対等に戦っていけるの

ではないかと考える。 

第３章 日本サッカー協会の育成システムにつ

いて（略） 

第４章 ドイツサッカー協会の育成システムに

ついて 

 日本とドイツの指導教本を比較し、育成シス

テムについて以下のようにまとめた。 

①日本では４歳から１８歳までで年齢区分が５

段階に分けられているが、ドイツでは３歳から

３４歳までで１０段階に分けられている。ドイ

ツのほうが「育成」に対して長期的な視野を持

っていると考えられる。 

②日本は、「プレ」や「ポスト」のようにゴール

デンエイジにつながっていくように段階を示し、

１８歳までで育成としてのシステムは終了とな

っている。それに対しドイツは、６歳から１７

歳を「ジュニア」としている。また、１８歳か

ら２２歳までを「将来のある選手」とし、２３

歳以降をトッププレーヤーとし、２３歳以降に

ピークを持っていく、また３０歳以降はそのピ

ークを安定させるという明確な育成意識をドイ

ツは持っているのに対して、日本は１８歳以降

のビジョンが明確ではないことが分かる。 

③日本は個人技術を身につけてから、個人戦術

さらにはチーム戦術へと段階的に学ばせている。

ドイツでは、バンビ段階から個人技術に加え、

戦術も学ばせているが、段階が上がるにつれ、

チーム戦術が中心となった育成システムになっ

ている。 

第５章 インテリジェンス能力を高めるために

（まとめにかえて） 

2015年の約束で、日本サッカー協会は世界ト

ップ10を目指すことを宣言している。しかし、

2019年となり、残り30年で世界のトップに立

つには、まだまだ不安要素がある。本章では、

育成課題を解決するためにドイツで実際に使わ

れているトレーニング理論やトレーニングメニ

ューを挙げた。これらを活用することによって

インテリジェンス能力向上につながっていくと

考える。 

①ライフキネティック理論 

②コオーディネーショントレーニング 

③プレー指向型トレーニング 

引用・参考文献 

・日本サッカー協会（2012）『サッカー指導教

本2012』（財）日本サッカー協会 

・日本サッカー協会（2016）『サッカー指導教

本2016』（財）日本サッカー協会 

・中野吉之伴（2015）「“判断力”はこう磨け！ 

日本サッカーが学ぶべきドイツ式最先端トレー

ニング」 

https://www.footballchannel.jp/2015/02/27/po

st74011/（最終閲覧2019/1/18） 

・ドイツサッカー協会（2006）『ワールドカッ

プへの道 DFB育成コンセプト』ドイツサッカ

ー協会 
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小学校体育科ゲーム領域(低学年)におけるルールや場設定についての一考察 

―アフォーダンス理論からの視点をもとに― 

 

 

教科・領域教育専攻 

生活・健康系コース(保健体育)               指導教員 湯口雅史 

戸花善紀

 

1. 緒言 

 小学校学習指導要領解説体育編(2018)では，

ボール運動系の内容において，ルールを守って

運動を楽しむことが記されている。ルールを守

って運動を楽しむために，教師が対象学年や運

動内容を考慮し，発達段階に応じたルールを設

定する必要があるが，子どもがルールを理解し

ていない場面を見ることがあった。学習指導要

領の記述からも，ルールの重要性をうかがうこ

とはできるが，ルール設定の際にどのようなこ

とを考慮，意図しているのかという点について

検討した先行実践研究はない。そこで，「ルール

が子どもに情報を与えている」という意味で「環

境が動物に与えるために備えている情報」であ

る「アフォーダンス」という考え方がルール設

定の中に含まれているのではないかと考えた。 

 なお，「アフォーダンス」とはGibson(1985)

による造語であり，「アフォーダンスとは，環境

が動物に提供するもの，良いものであれ悪いも

のであれ，用意したり備えたりするものである。」

と説明している。また，環境からのアフォーダ

ンスにおいて，「ルール」は「非物質」である文

化環境に該当するが，教師が言葉で子どもに伝

えることで，ルールがアフォーダンスしている

情報を子どもが受け取ると考えることができる。 

本研究では，体育授業における「ルール」と

「アフォーダンス」の関係性に着目し，教師が

体育授業の中でルールや場についてどのような

意図を持ち，設定や変更を行っているのかとい

う点に加え，アフォーダンスの意識が内在して

いるのかという点について，授業後のインタビ

ュー記録を基に考察を行った。 

  

2. 研究方法 

2-1 研究目的 

 本研究では，教師がルールを設定する際にア

フォーダンスが意識されているのかという点を

明らかにする。 

2-2 研究対象 

 N大学附属小学校2年生(34人)における「シ

ュートあそび」(全7時間)の単元終了後のT教

諭(教職年数9年)へのインタビュー記録と2時

間目から7時間目までの子どもの行動観察

(VTRによる) 

3-2 分析方法 

 教師へのインタビュー内容から，ルールにお

いてアフォーダンスを意識していると思われる

-  13  -



箇所を抽出する。そこから考えられるアフォー

ドされる情報の中から，教師がどの情報のピッ

クアップを意識しているのかを検討し，その意

識と授業時の子どもの行動と照らし合わせ，教

師の意識と同じようにアフォーダンスが行われ，

子どもが行動しているのかをVTRを参考に検

討を加える。 

 

3. 結果と考察 

 「シュートあそび」のルールにおいて，まず，

2時間目に「両手で下から投げる」という「ボ

ールの投げ方」を適用した。この意図としては

「ボールは怖くない」というアフォーダンスと

の関係を教師は期待していたが，「的に当てにく

いぞ」や「投げにくいぞ」というアフォーダン

スを受け取り，プレイしている子どもの姿が見

られた。 

 さらに，3時間目から適用された「両手片手

で下から投げる」というルールには，片手でボ

ールを投げることで「力強く投げられるぞ」と

いうアフォーダンスを教師が期待していた。し

かし，ボールを転がして投げる子どもが現れた

ため，教師が「転がして投げること」を制限す

るルールを追加したため，アフォーダンスがプ

レイに働かない状況がつくられてしまった。 

 また，4時間目の途中から適用された「ボー

ルの個数は人数マイナス1」というルールには，

2時間目から適用されていた「ボールの個数は

人数分」というルールから，ボールの数を減ら

すことで「パスができるぞ」というアフォーダ

ンスを教師が期待していた。しかし，「ボールが

来ないぞ」や「ボールに触られないぞ」という

アフォーダンスを受け取り，プレイをしている

子どもの姿が見られた。 

 

4. 結論 

 教師へのインタビュー記録から，アフォーダ

ンスという考えを理解していなくても，暗にア

フォーダンスといえる意図が教師の中には存在

していることがわかった。しかし，授業では，

教師が意図するアフォーダンスと子どもがルー

ルから受け取ったアフォード情報とに差異が生

れたため，教師はルール設定に迷いが生じてい

たと考える。このことから，「このルールだった

ら，このようにもできるだろう」というルール

の意味を考える子どもの思考を教師が認めるこ

とで，ゲーム様相の質的変化のさまざまな可能

性を期待することができると考えられる。 

 ルールにおいても気づきに幅をもたせること

で豊かな活動が展開できるのではないかと考え，

今後，アフォーダンスの十分な理解の下に設定

されたルールでゲームを行い，子どもの柔軟な

学びが展開される授業を実践していきたい。 

 

5. 引用・参考文献 

・文部科学省「小学校学習指導要領(平成29年

告示)解説 体育編」東洋館出版社，2018年 

・James J.Gibson「ギブソン 生態学的視覚論

―ヒトの知覚世界を探る」サイエンス社，

1985年 
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構成主義的学習観の立場から構想した体育授業における教師の言葉かけに内在する評

価観について 
―「意味づけ」と「価値づけ」に着目して― 

教科・領域教育専攻 
生活・健康系コース(保健体育)	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 指導教員	 湯口雅史 
鈴木貴之

 
1. 緒言 
新学習指導要領では、平成 20 年告示の学
習指導要領の枠組みや教育内容を維持しつ

つ，変化の激しい社会を生きていくための

「資質・能力」の育成を目指している。この

改定を受けて，授業づくりにおいては，コン

テンツ・ベース(知識の習得)からコンピテン
シー・ベイス(資質・能力)でカリキュラムを編
み直す動きがある。育成すべき資質・能力の

３つの柱の中にある「学びに向かう力，人間

性等」を育むために，子どもが学びに向かう

授業の構築が最重要課題として浮かび上が

ってくる。このような学びを展開していくた

めには，課題解決に自分なりの意味を含むよ

うな思考を促す「言葉かけ」が重要になって

くる。 
このような学びが展開される授業を構想，

実践していくためには，構成主義的学習論か

ら立案された授業実践が報告されるように

なってきた。そこで本研究では，構成主義的

学習論の立場から構想した体育授業におけ

る教師の「言葉かけ」に内在する評価観に着

目した。そして逐語記録の中から，子どもと

の応答や授業課程の文脈を示しながら，教師

が授業でどのような意図をもって「言葉かけ」

を行っているを検討していく。 
 

 

2. 研究方法 
本研究では質的研究法で研究を進めていく。 
2-1.研究目的 
	 本研究では，構成主義的学習観の立場から

構想した体育授業における教師の言葉がけ

に内在する「意味づけ」と「価値づけ」とい

う評価観に着目し，逐語記録の中から，子ど

もとの応答や授業課程の文脈を示しながら，

どのような「言葉かけ」が構成主義的学習論

の授業の中では多く見られるのかを検討し，

今後の体育学習における子どもへのかかわ

り方にいかすことを目的とした 
2-2.対象授業 
	 徳島県内の小学校において教諭 M(教職歴
10 年)が行ったボール運動キャッチバレーボ
ールの授業(第 6学年対象全 7時間)を対象と
した。 
2-3. データ収集 
	 授業時に録音用ワイヤレスマイクを用い，

教師の授業中の言葉かけをビデオに録音し

撮影後，教師の言葉がけと子どもの応答を逐

語記録した。今回は教師の子ども 1人に対す
る直接的指導場面での教師による言葉かけ

を分析対象とした。 
2-4.分析方法 
	 教師の言葉かけの逐語記録の中から，子ど

もとの応答や授業過程の文脈を示しながら，

どのような言葉がけ(意味づけや価値づけ)が
行われたか検討した。 
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「意味づけ」は，プロセス(過程)や振り返りに
ついてを「問いかけ」，なぜそのようになるの

かの思考を促し，意義や価値をもたせること。

「価値づけ」は，子どもを見て教師の内側に

あり，教師が持っている価値観のレベルを目

の前の子どもの状態をみて知らせる「声かけ」

のこと，とそれぞれ定義して教師の言葉がけ

に内在する評価観について検討した。 
 
3.結果と考察 
「ボール運動領域(ネット型)」の授業(第 6学
年対象全 7 時間)における教師の言葉かけに
内在する評価観についての内容を，表 1に示
した。結果は以下の通りになる。 
表 1	 教師の⾔葉かけに内在する評価観 

 
	 表1から言葉がけ回数が478回でこのうち
「意味づけ」が 84回，「価値づけ」が 65回
という結果となった。割合をみると「意味づ

け」が 56％，「価値づけ」が 44％となってお
り，ほぼどちらも半分ほどで大きな差は見ら

れなかった。構成主義的学習論では共同体の

中で意味を共有させて学びを進めていくた

め，意味づけの割合が高くなるのではないか

とみていたが，価値づけの割合も高かった。

このことは，教師の価値づける言葉かけによ

りプレーのよさを自覚させたり，チームメン

バーに共有させたりする意図を持った時に

出しているのではないかと考察する。 
 
4.まとめ 
	 研究を進める前にはなぜそのようになる

のかの意義や価値をもたせる「意味づけ」の

割合が高くなり，この言葉かけが重要となっ

てくるのではないかと考えていた。しかし，

この実践の研究を通し，子どもが「運動のお

もしろい世界」で何か発見したり，満足感を

得られたりしたときには「価値づけ」をして

全体にひろげるといった教師のかじ取りが

行われていた。このように，子どもが「運動

のおもしろい世界」での発見・満足感には「価

値づけ」の言葉かけで応答し，子どもが思考

したり，挑戦したりしている時には「意味づ

け」の言葉かけで今ここの状況を変化させる

といった使い分けを教師が子どもの状態に

応じて行っていた。構成主義的学習論の立場

からの体育授業では，まずは授業の中で子ど

も１人１人を見取り，その子どもの状況や状

態に応じた言葉かけ(「意味づけ」，「価値づ
け」)を使い分けることが大切となってくると
いうことが明らかになった。 
	 今後は，構成主義的学習論の立場からの体

育授業実践において，子どもの学びの様子を

見取り，「意味づけ」「価値づけ」を意識して

行える力量を身に付けていきたい。 
 
 

時間 1 2 3 4 5 6 7 合計 %
言葉かけ回数 102 72 81 58 45 65 55 478
意味付け 7 21 9 26 3 11 7 84 56%
価値付け 7 12 18 12 7 7 2 65 44%
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体育科における機能的特性と文化的特性を軸とした学習論の違いが 

子どもによる授業評価に与える影響 

―形成的評価票を手がかりにして― 

 

教科・領域教育専攻 

生活・健康系コース(保健体育)               指導教員 湯口雅史 

原田卓弥

 

１．緒言 

 平成 29 年３月に新しい学習指導要領が告示

された。今回の改訂では，コンテンツベースの

学力観(知識の習得)からコンピテンシーベース

の学力観(資質・能力の育成)への転換が図られ

た。特に学習の基盤となる資質・能力として「言

語能力」，「情報活用能力」，「問題発見・解決能

力」を挙げ，今後はこれらの能力を各教科で育

成することが求められる。以上のようなコンピ

テンシーベースの学力観が示されたことで，従

来の学習観や授業観からの転換が進んでいる。

従来は，できること(行動主義的学習観)とわか

ること(認知主義的学習観)に重点を置いた授業

が実践されてきた。体育科においても，「めあて

学習」や「ドリル・タスク学習」など「わかる

こと」，「できること」を中心とした授業づくり

が行われてきた。しかし，これらの授業は，で

きるようにするため，わかるようにするために

教師が主導するコンテンツベースの授業であり，

上記の新学習指導要領の考え方と合っていると

は言い難い。そこで，「教師中心」から「子ども

中心」へ，「教え」から「学び」への変換を方向

づける構成主義的学習観という考え方が台頭し

ている。構成主義的学習観は，「かかわり」や「対

話」を通して学習者自らが知識を構成していく

学習観である。これは，これからの時代の教育

に合っていると言えるのではないだろうか。 

 一方で，体育科においては，1970年頃から質

の高い授業を実践するために授業評価の開発が

行われ，そのなかの1つとして高橋ら(1994)が

作成した形成的評価票が挙げられる。形成的評

価票は，子どもからみた授業評価を容易に確認

することができるため，多くの実践的研究が行

われてきた。それらは，時代的に認知主義的学

習観に関する授業実践が多く，構成主義的学習

観の授業に関する研究は行われていない。そこ

で本研究では，高橋ら(1994)が開発した形成的

授業評価票を用いて，構成主義的学習論に基づ

く授業と認知主義的学習論に基づく授業を比

較・分析し，学習論の違いが子どもによる授業

評価に与える影響について明らかにすることを

目的とする。 

 

２．研究方法 

2―1研究対象 

構成主義的学習論の授業７単元(46 時間)と

認知主義的学習論に基づく授業７単元(58 時

間)を研究対象とした。 

2－2データ収集法 

データの収集法はアンケート調査を用いる。

アンケート用紙は高橋らが作成した「形成的評

価票」を使用した。構成主義的学習論に基づく

授業は，形成的評価票に加えて毎時間ビデオ撮
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影を行い，形成的授業評価票の結果を解釈する

データとして活用した。ビデオ撮影の許可が学

校の都合により得られなかった場合は，単元終

了後に授業の実践者に形成的授業評価票の結果

についてインタビューを行い，インタビュー記

録を形成的授業評価票の結果を解釈するデータ

とした。一方で認知主義的学習論に基づく授業

は過去に実践された形成的授業評価票をデータ

として活用した。 

2－3分析方法 

 構成主義的学習論に基づく授業と認知主義的

学習論に基づく授業の形成的評価の評定結果の

分析はフリーデータ分析ソフト「js-STAR 2012」

を使用し，検定においては，一元配置分散分析

を用いた。 

 

３．結果 

3－1「全対象授業」の比較 

 「全対象授業」における「総合評価」の評定

を比較すると，構成主義的学習論に基づく授業

の方が有意に評定は高かった。4 つの次元別に

よる分析においても「成果」次元と「協力」次

元で構成主義的学習論に基づく授業の方が有意

な評定を示すことが認められた。 

3－2「同学年を対象とした授業」の比較 

 「同学年を対象とした授業」における「総合

評価」の評定を比較すると構成主義的学習論に

基づく授業の方が有意に評定は高かった。4 つ

の次元別による分析においても「成果」次元で

構成主義的学習論に基づく授業の方が有意な評

定を示すことが認められた。 

3－3「ボール運動領域を対象とした授業」の比較 

 「ボール運動領域を対象とした授業」におけ

る「総合評価」の評定を比較すると構成主義的

学習論に基づく授業の方が有意に評定は高かっ

た。4つの次元別による分析においても「成果」

次元，「意欲・関心」次元，「学び方」次元にお

いて構成主義的学習論に基づく授業の方が有意

な評定を示すことが認められた。 

3－4「器械運動領域を対象とした授業」の比較 

「器械運動領域を対象とした授業」における「総

合評価」の評定を比較すると 2つの学習論の評

定に有意な差はみられなかった。4 つの次元別

による分析では，「成果」次元において構成主義

的学習論に基づく授業の方が有意に評定は高か

った。しかし，「意欲・関心」次元では，認知主

義的学習論に基づく授業の方が有意に評定は高

かった。 

 

４．結論 

 これらの結果をふまえると，集団種目の競技

では，構成主義的学習論に基づく授業の方が子

どもの満足度の高い授業実践になることが示唆

された。一方で，「器械運動領域を対象とした授

業」における分析では，有意な差はみられなか

ったが認知主義的学習論に基づく授業の方が評

定平均の高い項目が数多く見られた。このこと

から器械運動領域の授業では，認知主義的学習

論に基づく授業の方が子どもの満足度の高い授

業実践になることが示唆された。このように，

運動種目によって最適な学習論も異なることか

ら，種目に応じて学習論を使い分けることが質

の高い授業実践に繋がるのかもしれない。 

 

５参考文献 

・安田哲也「小学校における器械運動領域内選

択制授業の学習成果に関する研究」鳴門教育大

学大学院 1995年度学位論文 
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スプリント走における１歩目の着地がその後のパフォーマンスに及ぼす影響 
 
教科・領域教育専攻 

指導教員	 田中	 弘之 
生活・健康系コース（保健体育） 
 
長濵	 奈樹

Ⅰ．緒言 
陸上競技において，スプリント走は，100

分の1秒を争う競技であり，記録の向上のた

めに日々努力することや，他者と競うことの

楽しさなどを味わうことができる競技である。	

現在，スプリント走のスタートダッシュの

方法としては，クラウチングスタートが主流

となっており，スプリント走においてスター

トダッシュは極めて重要である。	

従来の研究では，スタートダッシュでピッ

チを高めすぎてしまうと，疲労により早くピ

ッチの低下が起こり，その結果スピード持続

に差がみられ，後半のピッチ低下の要因にな

り速度逓減率が増加するなど，スタートダッ

シュとその後のパフォーマンスとの関係は多

く挙げられている。	

しかし，スタートダッシュの1歩目の着地

位置とその後のパフォーマンスとの関係性に

ついて検討された研究は，文献狩猟の範囲内

では少ない現状にある。	

そこで，本研究では，スプリント走のスタ

ートにおける1歩目の着地位置の違いが，そ

の後のパフォーマンスに及ぼす影響について

考究することを目的とした。	

Ⅱ．方法	

1) 被験者	
	 被験者は，鳴門教育大学陸上競技部に所属

している健常な男子大学生7名を対象とした。

実験に先立ち，研究内容を詳述したインフォ

ームドコンセント行い，被験者となることの

同意を得た。	

2)	 実験の手順	

	 実験は，スパイクシューズを着用し，スタ

ーティングブロックを用いた50ｍ走とした。

スタートダッシュについて，1歩目の着地位

置を指定しない条件，1歩目の着地位置をレ

ーンに対して平行方向に5cm短縮する条件，

10cm短縮する条件，5cm伸張する条件の4種

を設定した。なお，各条件における測定順序

は5cm短縮する条件，5cm伸張する条件，10cm

短縮する条件とし，	50m走のタイムは，被験

者の爪先がスターティングブロックから離れ

る瞬間を0秒とした。	

	 疾走時の撮影は，ハイスピードカメラ

（FUJIFILM		FINEPIX		HS50		EXR）2台をス

タートの右後方45度の位置，ゴールの右前方

45度の位置に配置して行い，分析に使用した。	

3)	 分析項目	

1.着地時間	

	 ハイスピードカメラを用いて撮影した動画

において，被験者の両爪先が地面に触れた瞬

間の時間を，着地時間の値とした。	

2.歩数	

	 5m，10m，15m，20m，30m，40m，50m地点に

ついて，それぞれの地点を越えて最初に着地

した1歩までを，その地点までの歩数の値と

した。	
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3.通過時間	

	 5m，10m，15m，20m，30m，40m，50m地点に

ついて，それぞれの地点を越えて最初に着地

した1歩の着地時間を，その地点の通過時間

の値とした。	

4.10m毎のラップタイム	

	 10m，20m，30m，40m，50m地点のそれぞれ

の通過時間と，前の10mの通過時間との差を，

10m毎のラップタイムの値とした。	

Ⅲ．結果及び考察	

	 1歩目の着地位置と，1歩目の着地時間との

関係では，指定なしの1歩目着地時間と，5cm

長の1歩目着地時間に，5%水準で有意な相関

関係が認められたことから，1歩目の着地位

置を伸張することで，1歩目の着地が遅れる

可能性が示唆された。	

1歩目の着地位置と，歩数との関係では，

指定なしで5m地点での歩数が5歩であった被

験者5名が，5cm長では5m地点での歩数が4

歩となっていたことが確認された。また，指

定なしと5cm長では，5m地点での歩数のみに，

5%水準で有意な差異が認められた。このこと

から，1歩目の着地位置を伸張することで，

5m地点までの歩数が減る可能性が示唆され，

スタートダッシュにおけるストライドが広く

なっていることが推察された。	

先行研究では，スタートダッシュにおける

ピッチの高まりによって引き起こる，最高疾

走速度の早期発現が，最高速度局面を短くし，

後半のピッチを低下させ，その結果減速局面

が増加することを報告されている。また，本

研究では，1歩目の着地位置を短縮すること

で，0m地点～30m地点までの第1加速局面に

おけるスタートダッシュのピッチが，高まる

可能性が示唆された。このことから，1歩目

の着地位置を短縮することで，減速局面の増

加につながることが推察された。	

1歩目の着地位置と，各地点の平均通過時

間との関係では，指定なしと5cm短では，
5cm短の場合で，10m地点～40m地点まで
全ての地点での平均通過時間が，有意に早く

なっていたが，50m地点での平均通過時間は，
指定なしの場合で，有意に早くなっていた。

また，指定なしと5cm長では，指定なしの場
合で，50m地点まで全ての地点の平均通過時
間が，有意に早くなっていた。さらに，指定

なしと10cm短では，10cm短の場合で，10m
～30m地点まで全ての地点の平均通過時間
が，有意に早くなっていたが，40m地点と
50m地点の平均通過時間は，指定なしの場合
で，有意に早くなっていたことが確認された。

なお，50m地点の平均通過時間は早いものか
ら順に，指定なし，5cm短，10cm短，5cm
長となっていた。 

1歩目の着地位置と，10m毎のラップタイ
ムとの関係から，1歩目の着地位置を短縮す
ることで，第1加速局面における疾走速度が
上がり，第2加速局面における疾走速度が下
がる可能性と，1歩目の着地位置を伸張する
ことで，第1加速局面と第2加速局面の疾走
速度が下がる可能性が示唆された。また，先

行研究では，日本人選手において最高疾走速

度は，40m地点~60m地点で発現することが
多いと報告されており，本研究で得られた結

果と併せると，1歩目の着地位置の短縮，伸
張によって，最高疾走速度が下がる可能性が

推察された。 
今後は，スタートにおける1歩目の着地位
置の変化が，50m以降の最大速度局面と減速
局面でのパフォーマンスにどのような影響を

及ぼすのかについて分析することを，課題と

したい。 
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マウスガードの有効性再考 

 

教科・領域教育専攻 

               指導教員 田中 弘之 

生活・健康系コース（保健体育） 

 

吉川 健太 

 

Ⅰ 研究の背景と目的 

 近年，歯の重要性については，食生活のみな

らず，身体活動時においても種々の研究により

明らかにされており，歯と運動との関係性を重

要視する傾向が認められている。 

 しかし，顎口腔領域は身体の中でも防護が容

易ではない部分であり，形状的に外力を受けや

すく，運動時における傷害の発生が報告されて

いることから顎口腔領域の傷害予防が必要とな

る。顎口腔領域における防具の一つにマウスガ

ードがあり，多くの競技において使用が推奨さ

れている。マウスガード装着によって期待され

る傷害予防効果として，口唇，舌等に対する歯

による損傷や外力から歯（特に前歯）を保護す

ること，衝突による顎関節等を介した脳への衝

撃の緩和などが期待されている。 

しかし，マウスガード装着の可否については

種々の論議が行われている。一例として，選手

自身が製作して使用する市販タイプのマウスガ

ードは，歯科医により各個人毎に特注されたカ

スタムメイドマウスガードと比較して，不適合

であることが多く，装着時の違和感および呼吸

困難感等の身体への負の影響が挙げられている。   

以上のような先行研究等の概観から，本研究

では，マウスガードの装着の必要性について，

傷害予防効果，呼吸および筋力発揮への影響等 

について，文献的ならびに実験的手法によって 

 

再考し，有用な資料を得ることを目的とした。 

Ⅱ マウスガードの有効性に関する文献研究 

1 結果および考察 

1）傷害予防効果について 

口腔領域の外傷発生率はマウスガード装着者

の方が有意に低いとする報告が行われている。 

 また，脳震盪の予防効果について，マウスガ

ード衝撃吸収試験を行い，マウスガードの装着

は非装着時に比べ，オトガイ部への衝撃力が減

少したとする報告がされている。以上のような

先行研究から，マウスガードの装着は，顎口腔

領域における傷害の予防に効果的であることは

明確であり，さらに脳震盪に対する予防効果を

有することも検証された。これらはマウスガー

ドで歯を覆うことにより，自己の歯で口腔内を

傷つけることを予防し，衝撃吸収という相乗効

果も得られる可能性を示唆するものである。 

2）呼吸への影響 

 マウスガード装着における不満の一つとし

て息苦しさが挙げられることから運動時に生理

学的な弊害を招来する可能性についても検証し

ておく必要がある。トレッドミルを使用した運

動負荷テストによって，マウスガード装着によ

る呼吸器系機能への影響について，マウスガー

ドの装着が呼吸器系機能に及ぼす影響は認めら

れないとする報告が行われている。同様に，呼

吸器系機能への影響は少ないという報告も行わ
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れている。従って，マウスガード装着による呼

吸器系機能への負の影響は少なく，生理学的な

障害が生じる可能性は低いと考えられる。 

3）筋力発揮への影響 

 マウスガードの装着により筋力発揮が増大す

るという報告や装着の有無による有意な差異は

認められないとする報告もある。ただし，筋力

発揮に対するマウスガード装着の負の影響に関

する報告は認められず，マウスガードの装着は，

筋力発揮の観点から，各種のスポーツにおいて

有益であることが推察された。 

 しかし，マウスガード装着時の筋力測定にお

いて，検査項目に四肢の筋力に関連する報告は

多いが，体幹筋力に言及した報告は少ない現状

にある。近年，運動時における体幹筋力が重要

視される傾向が認められる。マウスガードの装

着の有無とスポーツ活動の根幹を成す体幹筋力

との関連性については重要な検証課題であると

想定される。 

そこで，本研究において，マウスガードの装

着が体幹の筋力発揮に及ぼす影響について検証

し，マウスガードの有効性に関する指標を得る

ことにした。 

Ⅲ マウスガードの装着が体幹の筋力発揮に及

ぼす影響 

1 方法 

1）被験者 

 被験者は，鳴門教育大学ラグビーフットボー

ル部に所属する健常な男子大学生14名とした。

実験に先立ち，研究内容を詳述したインフォー

ムドコンセントを行い，被験者となることの同

意を得た。 

2）マウスガード 

 マウスガードは，上顎のみに装着するタイプ

の中から，カスタムメイドタイプおよびマウス

フォームドタイプの2種類とした。なお，カス

タムメイドタイプのみ14名中6名の装着とな

った。 

3）測定項目 

 測定項目は，体幹筋力｛等尺性屈曲及び伸展

筋力（角速度30度・45度），等速性屈曲及び伸

展筋力（角速度15度・30度・60度）｝とした。 

測定には，CYBEX NORM（メディカ社）を

用いた。 

2 結果および考察 

 マウスガードの装着により体幹筋力発揮の増

大が認められた。筋力発揮の増大が認められた

屈曲筋力の項目は，2つであり，伸展筋力にお

いては5つの項目で有意な効果が認められたこ

とから，マウスガード装着による体幹の筋力発

揮への影響は，殊に，伸展筋力に強く現れるこ

とが示唆された。筋力の増加度を上肢と下肢で

比較した場合には，下肢の方が増大する傾向が

強いことが報告されており，これは上肢の筋量

より下肢の筋量の方が多いことに起因すると想

定される。従って，体幹筋力においても屈曲動

作に寄与する腹筋群の筋量に比べ，伸展動作に

寄与する背筋群の筋量の方が多いことから，本

研究の検証においても伸展筋力に強く現れたと

考えられる。 

以上の結果より，筋力発揮の観点からもマウ

スガードの使用は有益であり，装着を推奨でき

る成果が得られた。さらに，市販品マウスガー

ドとカスタムメイドマウスガードにおいて，有

意な差異は認められなかったことから，何れの

マウスガードを使用しても有効であることが確

認された。 

総括としてマウスガードの装着は，傷害予防

効果，呼吸への影響，筋力発揮への影響の観点

から，強く推奨できる結果となった。 
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バドミントン競技におけるハイバックハンド・ストロークの動作解析 

～飛距離に貢献する要因について～ 

 

教科・領域教育専攻 

生活・健康系コース（保健体育）             指導教員 松井敦典 

山田智博 

 

Ⅰ．緒言 

バドミントン競技において，ハイバックハン

ド・ストローク（以下HBSと呼ぶ）とは自陣の

コートのラケットを持っている手と逆側の上空

に飛来したシャトルを，バックハンドを用いて

自分の上方で打球する打ち方である．近年では

ラケットの製造技術の進歩により，1980年頃ま

では100ｇ以上あった重量が，現在では約73ｇ

と非常に軽くなり，さらに反発性が高くなるな

ど高機能化がすすみ，以前より頻繁に HBS が

用いられるようになったと思われる．長崎ら

（1994）も「HBSは欠くことのできないショッ

トであり，その必要性はレベルの高いゲームに

なるにつれて高まるものである．」と述べており，

HBS が重要なショットであることは明白であ

る．しかし，「実際には『非常に難しいストロー

ク』としてとらえられ，できるだけフォアハン

ドのオーバーヘットストロークを用いてゲーム

をすすめる傾向がある」（長崎ら，1994）と言わ

れている．特に小学生や中学生といったジュニ

ア期や初心者など，技術的に未熟な段階ではこ

の傾向が強いと見受けられる．これは HBS が

相手コートに背面を向けて打球するため，落下

地点に入ることが難しかったり，力が入りづら

いなどの理由で相手コートまで打ち返すことが

できなかったり，返球が甘くなり決められてし

まうことが多いからであると考える．そのため，

力を伝えやすく，飛距離の出しやすいフォアハ

ンドのオーバーヘッドストロークをできるだけ

用いてゲームをすすめようとするのである．ま

たこれらの理由から指導する場合においても，

HBSを用いらずに，フォアハンドのオーバーヘ

ッドストロークを用いるように指導することが

一般的である． 

これらの根本的な原因として，フォアハンド

のオーバーヘットストロークに比べ，HBSの打

ち方の特徴が充分に明らかになっていな点や，

HBSは，飛距離を出すには，高い技能が求めら

れるストロークであることが挙げられるだろう．

そこで本研究では HBS において，飛距離に貢

献する要因を検出し，飛距離の出るハイバック

ハンド・ストロークの特徴をあきらかにするこ

とで，ハイバックハンド・ストロークを合理的・

効率的に指導するための基礎資料を得ることを

目的とする． 

 

Ⅱ．研究方法 

ⅰ）実験概要 

本研究では，相手コート中央から打ち出され

たシャトルを，被検者がHBSでクリア（自陣

コート後方から相手コート後方に大きく飛ばす

ショット）を打ち，その様子を動画の撮影を行

う．そのデータをもとに三次元動作分析を行

う．また，打球の飛距離を測定し，これを基に

3群に分類を行い，その動作の特徴を比較し，

飛距離に貢献する要因を抽出する． 

ⅱ）実験方法 

（1）分析方法 
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本研究では動作解析ソフトFrame-DIAS V

（株式会社ディケイエイチ）を使用し，三次元

DLT法を用いた動作分析を行い，動作様式，

各点の変位や速度などを算出する． 

（2）撮影方法と空間設定について 

 カメラはDMC-FZH１（株式会社パナソニ

ック）を2台用い，撮影速度は120fps，分解

能1920×1080pixelで撮影を行う．撮影位置は

図１に示した二点である． 

空間設定はバックバウンダリーラインとダブ

ルスのサイドライン，ショートサービスライ

ン，センターラインのそれぞれの交点4点に

高さ2mのキャリブレーションポールを設置

し，図1のように空間設定を行う． 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．予備実験 

 本研究の本実験を行う前段階として，予備実

験を2019年1月18日に実施した． 

ⅰ）被検者 

 被検者は徳島県内の大学の男子バドミントン

部員9名（大学生6名，大学院生3名）であ

る． 

ⅱ）試技について 

 試技は身体の16か所にポイントボールを貼

り付け，球出しの担当者が打った打球をHBS

でクリアを打つように指示をした．試技は全員

5回ずつ行い，撮影等に不備があった場合はや

り直しを行った． 

ⅲ）飛距離の評価について 

 飛距離の評価は，相手コートのバックバウン

ダリーラインからネットまで0,8mごとにライ

ンを引き，最後方の範囲を8点とし，最前方

の範囲を1点として得点化した．また，バッ

クバウンダリーラインを越すアウトのものは9

点，空振りやネットを越さないものは0点と

した． 

 

Ⅳ．今後の研究方針について 

 予備実験で行った飛距離の評価では，弾道が

低く，クリアでないショットも高得点になって

しまったり，打球地点が統一できず，打ち出さ

れたシャトルの飛距離などの要因が得点に影響

することが分かったため，2次元動作分析を用

いた得点の評価方法を検討したい． 

また，徳島県外の実業団チームや大学，高校

などに撮影を依頼し，ハイバックハンド・スト

ロークの動作解析のための資料を採取し，分析

をしたい． 

 

Ⅴ．引用・参考文献 

長崎浩爾・寺島浩・原利昭・篠田邦彦・牛山幸

彦（1994）『バドミントン競技におけるハイバッ

クハンド・ストローク動作の分析 ―ラケット・

シャフトの撓りの検討―』日本体育学会 第45

回大会号 ｐ358 

（3,03，4,72，２） 

（0，0，０） 

カメラ2 

X軸 

Z軸 
Y軸 

カメラ1    

図1．撮影位置と空間設定 
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運動部活動における補欠制度に関する一考察 
 

 
教科・領域教育専攻 
生活・健康系コース（保健体育）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 指導教員	 湯口雅史 
杉本	 京太 
 
１．緒言 
かつて高校野球で名将といわれた徳島県池

田高校の蔦監督は試合後のインタビューで

「優勝は目標であって，目的ではない。」と言

っている。しかし近年，スポーツメディアの

メジャー化により，高校の運動部活動では「勝

って注目されたい」，「強いチームが善い」と

いうような勝利至上主義の風潮が強まってお

り，優勝が目的となっているチームが少なく

ない。 そこには決まって試合に出る機会に恵
まれない「補欠」という立場の部員が存在す

ることになる。さらに，およそ150人の野球
部員を指導する神奈川県横浜隼人高校の水谷

監督（2017）は「社会に出れば，いろんなポ
ジションがある。自分のポジションを見つけ

て誰かの役に立ちなさい。それを探すことで

人として成長できるのだから。」という補欠部

員に対する指導の考えを述べている。このよ

うに近年では，試合出場に恵まれない「補欠」

という立場を成長できる一つのポジションと

して捉える指導の傾向もあるようだ。 
先行研究では補欠の抱えるアンビバレンス

状態（同一の対象に対して相反する傾向，態

度，感情が同時に存在する精神状態）に着目

し，補欠のタイプによってどのようなアンビ

バレンス状態になりやすい傾向にあるかを示

唆している。しかし，これらは葛藤や参加動

機という視点でアンケートにより実施された

もので，高校生を対象とした現在の補欠部員

の感じるありのままの心理状態にスポットを

当てたものではない。 
	 そこで本研究は，高校の運動部活動を引退

して間もない選手にインタビューし，当事者

の心理状態や活動してきた運動の見方，考え

方，感じ方を解釈し，「補欠制度」について考

察していく。さらに，複数種目の運動部活動

を比較することで試合でのプレー機会の頻度

による意識の差異についても検討する。 
２．先行研究の把握（中間報告） 
種谷（2016）の研究では，アンビバレンス
を11種類のタイプに分類している。さらに，
これらに関連し作成されたアンケートによっ

て大学準硬式野球部の部員を対象に補欠部員

が抱えるアンビバレンスについての調査を行

った。その結果，補欠部員の69.8%が「ライ
バルがケガをしたり不調になったりした際，

喜んではいけないと思う一方で試合に出られ

るチャンスは増え心の中では喜んでしまう。」

と思った経験があると回答する等，葛藤を抱

え込む様相が看守された。 
山崎，鈴木（2015）の研究では，アンケー
トから補欠選手が運動部活動へ関わる因子と

して「上達思考因子」，「社会的有用性因子」，

「運動目的因子」，「非運動目的因子」，「支援

因子」という5つの因子が抽出された。 
山本（1990）の研究では，大学生の運動部
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参加にどのような動機が関与しているのかを

因子構造の次元から明らかにし，その重要性

の違いを正選手と補欠選手とを比較すること

により検証している。その結果，「自由・平等

性」動機の点で正選手と補欠選手に差が見ら

れた。 
３．研究方法 
⑴研究対象 
徳島県内の高等学校の部活動部員 
⑵調査時期 
2019年1月中旬から2月中旬（約1カ月） 
⑶対象の部員 
サッカー部と野球部，それぞれ5名（レギュ
ラー1名，非レギュラー4名）ずつ 
⑷研究の方法 
・質的研究 
インタビューデータを基に部員の心情を解

釈するため質的研究法で研究を進める。 
⑸データの収集の分析 
①収集方法 
・インタビュー法 
インタビュー法は心理状態やモノの見方，

考え方，感じ方というような直接観察では捉

えにくい事柄に関するデータを得ることがで

きるという特徴を持つ。本研究は，「補欠部員

はどのような気持ちなのか」というような，

当事者の心情を問題とするため，インタビュ

ー法を活用することが適切であると考える。 
②仮説・理論の生成，修正 
	 研究を進めていく中で，データを収集し研

究課題に関わって様々に自分なりの仮説や理

論を思いめぐらしながら，関連データと検討

することで研究の焦点を絞っていく。 
③分析 
	 録音・録画データをテキスト化しフィール

ドノーツの内容を整理した後，これらのデー

タをMAXQDA（質的＆混合研究法データ分
析ソフトウェア）によって分析していく。 
４．調査の進行状況 
⑴事前訪問によるアンケート 
インタビューを行うにあたって補助資料の

収集，初対面の部員とのラポール（共感に基

づく信頼関係）形成を実施した。 
⑵インタビュー（半構造的インタビュー） 
・実施状況	 計10人終了 
インタビューの中で様々な心情が垣間見え

た。そこには，共通項や試合出場頻度を要因

とした差異も見えてきている。 
例えば，ある野球部員は試合に出られなく

てもベンチ内での役割を期待されればやる気

が起きると述べるのに対し，あるサッカー部

員はベンチに入る可能性を感じていても，レ

ギュラーになる自信が乏しければこのまま練

習を続けても意味がないと述べた。 
〈引用と参考文献〉 
・テレビ東京	 SPORTS	 ウォッチャー	 横
浜隼人（2017） 
・種谷大輝	 大学運動部における「補欠」の

アンビバレンスに関する基礎的研究（2016） 
・種谷大輝	 運動部における補欠のアンビバ

レンスに関する実証的研究	 大学準硬式野球

部員に着目して（2016） 
・山崎駿，鈴木秀人	 高校生・大学生の運動

継続に関する研究：補欠選手が運動部活動へ

関わり続ける要因に焦点を当てて（2015） 
・山本教人	 大学運動部への参加動機に関す

る正選手と補欠選手の比較（1990） 
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運動嫌いになる要因に関する検討 

―幼児の生活に密着して― 

 

教科・領域教育専攻 

生活・健康系コース（保健体育）                指導教員 湯口雅史 

福田まゆ 

 

1.緒言 

文部科学省によると，保護者をはじめとし

た国民の意識の中で，子どもの外遊びやスポ

ーツの重要性を軽視し，子どもに積極的に体

を動かすことをさせなくなったこと，また運

動をよくする子とほとんどしない子の二極化

が存在していることを指摘している。*1さら

に平成26年度全国体力・運動能力，運動習慣

等調査によると，運動遊びが嫌いになったき

っかけとして，「小学校入学前から体を動か

すことが苦手だったから」*2という理由が多

いことに気がつく。 

〇運動やスポーツが嫌いになったきっかけ

（図1） 

 

（平成26年度全国体力，運動習慣等調査結果より） 

このことは，幼児期において子どもの自己効

力感や有能感が育まれていない可能性がある

と考えられるのではないだろうか。 

そこで本研究では，幼児の日常の運動遊び

に参与観察者として入り込み，エスノグラフ

ィーを用い，運動嫌いや運動離れにつながる

ような，運動遊びに積極的な子とそうでない

子の差異や子どもの気持ちの変化などについ

て解釈していきたいと考えている。 

2．幼児の実態（先行研究より） 

近年，子どもの体力低下や運動離れが深刻

な問題になっている。子どもを取り巻く環境

については，生活が便利になり，子どもの生

活全体が日常的に体を動かすことが減少する

方向に変化したこと，また，遊びに必要な時

間，空間，仲間が減少したことなどが指摘さ

れている。その他に，偏った食事や睡眠不足

など子どもの生活習慣の乱れも問題となって

いる。このように，子どもの体力低下や運動

離れの原因には様々なことがあると考えられ

るが，その中の１つとして，就学前，幼少期

の運動経験の減少が関与している可能性が考

えられる。 

  ガラヒュー（2006）*3は，幼児期に獲得さ

れるべき基礎技能が十分に備わった上でスポ

ーツやレクリエーションに必要な専門的な運

動技能が獲得されるという運動技能発達段階

を示し，その重要性を説いている。すなわ

ち，生涯を通じた体力や運動能力の向上のた

めには，幼児期に適切な運動経験をし，健や

かな発育発達が促されることが必要不可欠で

あると説明している。 

公益財団法人健康・体力づくり事業財団の

健康づくり（2018）*4によると，幼児期の運

動遊びが生涯の体力を左右するといわれてい
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る。他にも，運動遊びは心身の健全な発達を

促しており，指導としては一斉指導より，自

発的で自由な運動遊びをさせることが重要で

あるといわれている。 

3.「運動嫌い」について 

吉川（2012）らは，「運動嫌い」の定義とし

て，「みずからスポーツ活動や身体活動を行う

ことに対して 否定的態度を有する個人の総

称」としている。また，「スポーツや身体活動

一般に対して非好意的あるいは消極的態度を

あらわす個人の総称」と示している。  

また，小学生を対象とした研究では，「運動

嫌い」の子どもの特徴は、「運動が得意だ」「運

動をして汗をかくのが気持ちいい」「体育で友

達と仲良くなった・協力した」「体育で運動が

上手くなった」などの運動や体育に対する良

い経験や良い印象を持っている子どもが少な

く，「家族でよく運動する」「家族が運動をす

ることが好きだ」など家族の運動への愛好度

も低いことが明らかになった。これらの特徴

から，子どもの運動や体育における良い経験

や良い印象が不足することや，家族の運動へ

の愛好度が低いことなどが「運動嫌い」を発

生させる要因になると推定される。*5  

4.研究方法 

(1)研究対象 

 鳴門市内の幼稚園児 

 4 歳児 男の子 8 人 

      女の子 4 人   計 12 人 

 5 歳児 男の子 6 人 

     女の子 12 人  計 18 人 

 (2)調査時期 

2019 年 1 月中旬から 3 月を予定 

(3)研究の方法 

・質的研究 

・エスノグラフィーによる参与観察を用いる。 

(4)データの収集と分析 

①収集方法 

・実際に幼児の生活に密着し，参与観察を行

い，データ収集を行う。 

・観察内容（行動やしぐさ，発言など）を記述

するフィールドノーツの作成。 

②分析 

・エスノグラフィーで収集した質的データ

（フィールドノーツ）を活用して解釈してい

く。 

5.実施状況 

 これまでで 4 日間参与観察に行き，子ども

たちの様々な心情が見えてきた。観察園では

この時期，全園児一斉に縄跳びとマラソンを

行っている。一斉なので全員参加しているが

嫌そうに走っている子も窺える。エピソード

として，マラソン前は元気よくボール遊びを

行っているが，マラソンが始まると元気がな

くなり，列の最後尾で走っている子どもがい

る。理由を聞くと「おなかが痛い」「足が痛い」

「寒い」などと逃避しているように見られた。 

＜引用・参考文献＞ 

*1 文部科学省（2002）子どもの体力向上のた

めの総合的な方策について（答申案） 

*2 平成 26 年度全国体力・運動能力，運動習慣

等調査結果特徴 

*3 デビット・L ガラヒュー（2006）幼少年期

の体育－発達的視点からのアプローチ 大修

館書店 

*4 公益財団法人 健康・体力づくり事業財団

（2018） 

*5 吉川麻衣・山谷幸司・笹生心太（2012）「運

動嫌い」「体育嫌い」の実態と発生要因に関す

る研究―小学生・中学生・高校生における「運

動嫌い」と「体育嫌い」の関連性に着目して― 
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表現運動領域の学習における「恥ずかしさ」の検討 

－「恥ずかしさ」克服の「きっかけ
．．．．

」に着目して－ 

 

 

教科・領域教育専攻 

生活・健康系コース(保健体育)               指導教員 湯口雅史 

森脇康人 

 

1. 緒言 

 平成20年改訂の保健体育において，武道・

ダンスを含めたすべての領域が必修となった。

文部科学省「武道・ダンス必修化」(2014)は，

「ダンスは，「創作ダンス」，「フォークダンス」，

「現代的なリズムのダンス」で構成され，イメ

ージをとらえた表現や踊りを通した交流を通し

て仲間とのコミュニケーションを豊かにするこ

とを重視する運動で，仲間とともに感じを込め

て踊ったり，イメージをとらえて自己を表現し

たりすることに楽しさや喜びを味わうことので

きる運動」としている。テレビや映画，マスメ

ディアでも，ダンスが大きく取り上げられ，社

会的にダンス必修化が期待されることになった。

しかし，NSSA(公益社団法人日本ストリートダ

ンススタジオ協会)実施のアンケートでは，ダン

スの授業の実施に不安があると答える教員が多

かった。武道・ダンスの領域が選択制だった時

代，武道のみを行っていた教員が多く，苦手意

識があることが分かった。中学校ダンス領域の

実践において，山崎ら(2014)は，「教員からは，

「ダンスは何を教えたらよいか難しい」「踊りの

できについて良し悪しが分からず技能の評価に

困る」などの声も上がっている。」生徒への意識

調査では，「難しい」「恥ずかしい」と回答して

いる。」と挙げている。一方，小学校体育におい

て，「表現運動」は，平成29年改訂の学習指導 

 

要領より，「表現運動系」の領域は，低学年の「表

現リズム遊び」，中・高学年の「表現運動」で構

成されている。低学年の「表現リズム遊び」で

は「表現遊び」「リズム遊び」の二つで，中・高

学年の「表現運動」では，「表現」「リズムダン

ス」「フォークダンス」の三つのダンスで構成さ

れている。そして，平成29年改訂の新学習指

導要領に示されているように，「表現運動系及び

ダンス」は，すべての学年において，体育の分

野のなかで明確に位置づけられている。小学校

の表現運動系領域の実践において，内田（2015）

は，「指導者自身に表現運動の経験が少ない」「何

をどう教えたらよいか分からない」「子供たちが

踊ることに対して恥ずかしさや抵抗感がある」

ということを挙げている。中・小とも表現ダン

ス領域における授業の難しさは子どもの「恥ず

かしさ」が共通していると見られる。麻生（1988）

も，ダンス嫌いの主なる原因は，学習活動の最

も妨げになる「恥ずかしさ」であると指摘して

いる。 

 そこで本研究は，「恥ずかしさ」を克服するこ

とで，ダンス授業の指導が改善されると考えら

れる表現運動の授業を参与観察し，子どもが「恥

ずかしさ」を克服する「きっか
．．．

け
．
」を詳細に見

取り，分析する。そして，表現運動の授業にお

いて，導き出した「きっかけ
．．．．

」をつくる仕掛け

を検討していく。 
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2.研究方法 

(1) 研究対象 

徳島市内の小学校４年生。 

(2) 調査時期 

2019年1月16日，18日，22日，25日，29

日（全5回）。 

(3) 対象授業 

体育授業（表現運動）。 

(4) 研究の方法 

実際に現場に入り込み，参与観察していく中

で問いを見つけ，解き明かしていくエスノグラ

フィーを用いる。 

(5) データの収集と分析 

① 収集方法 

(ア) 観察内容(行動やしぐさ，発言など)を記述

するフィールドノーツの作成。 

(イ)担任と授業実践者へのインタビュー法 

(ウ)授業のビデオ撮影 

(エ)感想カード，日記 

(オ)恥ずかしさについてのアンケート 

② 分析 

上記(ア)～(オ)を質的データ分析し，そこか 

ら恥ずかしさの克服の「きっかけ
．．．．

」を見つけ明

らかにしていく。 

3. 現段階での研究状況 

 徳島市内の小学校四年生の表現運動単元名

(探検へ出かけよう)の全五時間，参与観察を行

った。授業全体を映す固定カメラと観察者の目

線から映されるウェアラブルカメラ(計二台)を

記録のために使用した。記録をもとに観察内容

(行動やしぐさ，発言など)を記述するフィール

ドノーツの作成している。また各授業終了後と

単元終了後に担任と授業実践者に児童の状況

(授業時の様子や学校生活)のインタビューを行

った。 

 そして，児童にアンケート(①児童のダンスの

経験の有無②児童に学校生活で感じた「恥ずか

しさ」と学校以外で感じた「恥ずかしさ」③そ

れぞれの「恥ずかしさ」の克服方法)を実施した。 

4．今後の研究 

〇授業の参与観察から作成したフィールドノー

ツにもとづいて概念モデルを作成する。

「MAXqda」を使い，ツリー構造による階層

的な表示とダイアグラムによる図解表示を作

成し，分析していく。「恥ずかしさ」について

の解釈は上記収集方法(イ)～(オ)の質的デー

タとも関連させ，検討していく。 

〇恥ずかしさについての概念整理をおこない，

ダンス領域の授業における「恥ずかしさ」克

服の「き
．
っか
．．

け
．
」の要因について考察を加え

る。 

 

＜引用・参考文献＞ 

・文部科学省「武道・ダンス必修化」 

・山﨑里奈，豊川隼可，小野澤克己，小口亜紀， 

石井紀子，河口仁美（2014）「「中学校ダンス

の授業をどう創るか」に関わる研究」平成26

年相模原市教育研究発表大会 

・公益社団法人日本ストリートダンススタジオ

協会（NSSA）（2012）「＜中学校ダンス必修

化から半年の実態調査＞ダンス授業取り組み

についてのアンケート結果とダンス模範映像

の3D映像配信開始について」 

・内田浩子（2015）「踊る楽しさを味わう表現

運動の学習 ～動きと学びの質を高めるため

に～」平成 27 年度富山市教育研究論文 

・麻生和江（1988）「表現運動・創作ダンスの

学習における「恥ずかしさ」について」大分 大

学教育学部研究紀要 
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剣道における熟達者と未熟達者の認知特性の違い 

 
教科・領域教育専攻 
⽣活・健康系コース（保健体育）              指導教員  ⽊原 資裕 
中川 沙弥 
 

１．緒言 

 剣道は⽣涯スポーツとして最適なスポーツで
あり，実際に多くの⾼齢者が現役の剣⼠として
活躍されている。そしてその実⼒は「⽼いてな
お強し」の⾔葉に象徴されるように体⼒や俊敏
さに勝る若⼿剣⼠を寄せ付けない。つまり剣道
競技者としての技能は⼒や速さといった⾝体的

能⼒以上に，相⼿の攻撃や状況を的確に判断し
対処⾏動を選択する認知的能⼒が重要であると
いえる。熟練選⼿は適切な注意の配分と競技に
適した眼球運動を⾏い豊富な知識の中から適切
な情報を迅速かつ的確に検索，処理，実⾏して
いるといわれており，対⼈競技でありかつ攻防
を同時に⾏う剣道の技能向上のためには状況を
素早く的確に判断する能⼒は不可⽋であるとい

える。 
 では熟達者はどのように対象を捉えているの
であろうか。そして熟達者と未熟達者では捉え
⽅にどのような差があるのか。それぞれの差異
を明確にすることで各段階の認知パターンを理
解するとともに，⾒識を深め児童・⽣徒の段階
に応じた論理的な指導を⾏うための知⾒を得る
ことを⽬的とする。 

２．方法 

（１）対象 

 対象団体は⾹川県東かがわ市内のスポーツ少
年団 2 団体とした。対象者はそこに所 
属する⼩学⽣ 10 名，指導者 7 名，保護者 6 
 

名とした。実験に先⽴ち，研究内容を詳述した
インフォームドコンセントを⾏い，被験者とな
ることの同意を得た。対象者は⼩学校３年⽣以
下を低学年(５名)，４年⽣以上を⾼学年(５名)，
指導者は実験結果から全問正解者を熟達者(３
名)，それ以外を準熟達者(４名)，そして保護者
に群別し実験群を構成した。 

（２）実験設定 

剣道着・袴・防具を着⽤し⽵⼑を持ち中段の
構えで⽴った 3 名の⼥性を正⾯からと横から写
した写真をモニター上で被験者に 1 組ずつ提⽰
し，その写真の⼈物が剣道の経験者か否かを分
類させた。写真の⼈物の内訳は１・剣道歴 7 年
三段，2・未経験者，3・剣道歴 4 年初段であり，
被験者には内訳の情報は与えなかった。それぞ
れの写真について経験者か否かの回答を得た後，

なぜそう思ったのかという理由を写真を⾒せず
に回答させた。モニターには Tobii Eye Tracker 
4C を装着し視線の動きを計測した。Tobii Eye 
Tracker 4C は被験者ごとにキャリブレーショ
ンを⾏った。また，実験の様⼦をビデオ撮影し
回 答 内 容 を 精 査 し た 。

 

３．結果 

 回答内容は，低学年では「なんとなくそう思
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った」という回答が散⾒される⼀⽅で，構えや
握り・剣先・姿勢に⾔及する児童もみられた。
⾼学年は構え・背筋についての発⾔が多かった。
熟達者は構え・握り・姿勢についてのみ発⾔が
あった。準熟達者は構え・姿勢・重⼼の位置・
⾜・⽬付に関して発⾔があった。保護者は全体
的な印象・袴に関する発⾔が多かった。 
 Tobii Eye Tracker 4C による視線追跡では低

学年は停⽌時間が短くサッケードが多くみられ
た。⾼学年は顔や⼿元を⻑く⾒ている様⼦がう
かがえる⼀⽅で，瞬間的に判断している様⼦も
みられた。熟達者では上半⾝を⾒ずに⼿元と⾜
元にのみ視線を配る被験者がみられた。準熟達
者は上半⾝のみを⾒る場合と，上半⾝を中⼼に
全⾝を⾒る場合がみられた。保護者は全⾝をく
まなく観察するが，他の群が⾏っているような

⼿元を⾒ることはほとんどなかった。 

４．考察 

 低学年においては，なぜそう判断したのか分
からない，漠然とそう思う段階を経て，構えや
握りといった技術的な是⾮に着⽬することがで
きるようになる。そして⾼学年になると構えや
背筋といった上半⾝からの情報を多く収集して
いる。剣道では相⼿の⽬を⾒るように指導され

ることから，相⼿の⽬を注視した時の有効視野
の範囲，つまり上半⾝からの情報を判断したも
のと推察する。熟達者は構え・握り・姿勢の三
点にのみ⾔及しており，これらを迅速かつ的確
に評価できることが熟達者の認知特性の⼀つで
あろう。また特徴のある視線の動きは学習の段
階で⾝につけたその個⼈に特化した視覚情報の
獲得⽅法であり，それはつまり「守破離」の「離」

の境地に達しているのではないかと思われる。
課題を迅速かつ的確に判断できることに加え
「離」の境地に達することこそが「熟達」とい

えるのではないだろうか。⼀⽅，準熟達者の回
答は多岐に渡る。これは知識と経験から探索⽊
の枝が増えている中で不必要な情報を除外でき
なかった結果，既有知識が妨害的な働きをした
ものと推察する。保護者は写真３の正解率が低
くなった。これは専⾨的な知識が無い，あるい
は少ないため技術的な判断ができず全体的な印
象や着装から判断した結果，剣道歴の浅い写真

の判断を誤ったものと思われる。 

５．今後の課題 

さらなる先⾏研究の調査，研究を⾏う。また，
被験者を募りデータを多く収集し実験結果を信
頼できるものにする。そして今回は⼩学⽣だけ
であったが中学⽣や⾼校⽣、⼤学⽣にも協⼒を
仰ぎ，各段階における認知特性を明らかにする。 

＜引用・参考文献＞ 
・南雲仁⼀編(1982)『⽣体における情報処 

理』(岩波講座情報科学-24)岩波書店． 
・Ｎ・シンガー著(1970)『運動学習の⼼理学』 

(松⽥岩男監訳)⼤修館書店． 
・波多野誼余夫編(1987)『⾳楽と認知』(認 

知科学選書 12)東京⼤学出版会． 
・坂本和丈・松岡重信編著(1994)『情報系体  
 育科教育研究の系譜-佐藤 裕教授退官記念論

⽂集-』新体育社． 
・剣道時代編集部編(2014)『名⼿直伝剣道上達

講座①』体育とスポーツ出版社． 
・吉⽥甫(2001)「分かるとはどういうことか」

⽴命館⼈間科学研究 第 2 号 2001． 
                  他 
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中学校体育授業「剣道」における導入のあり方に関する検討 

 

教科・領域教育専攻 

生活・健康系コース(保健体育)               指導教員 木原資裕 

田邊 航

 

１. 緒言 

 平成24年に学習指導要領が改訂され,中学校

では武道が必修化となった｡これにより,これま

で剣道を経験したことのない生徒も,授業を通

して剣道を経験するようになっている｡ 

一方，｢竹刀が重たい｣,｢打たれたら痛そう｣,

｢怖い｣といったネガティブな意見があると報告

されており，剣道初心者の中には剣道に対する

抵抗感を持っている生徒も多くいることが想定

される｡また，動きや所作法の説明が長く,1 時

間あたりの運動量が少ないというのも要因の 1

つと考えられる｡実際の学校現場の中には,剣道

に関する知識と技能を有した体育教員が必ずし

も剣道授業を行っているとは限らず,外部から

の指導者に授業を委託している場合や,剣道初

心者の体育教員による剣道授業が行われている

場合も少なくない｡ 

そのために竹刀や簡易用具よりも扱いやすく,

なおかつ竹刀に見立てて扱うことができる手刀

での活動を導入段階で取り入れた授業を構想し

た｡本研究では,竹刀や剣道具を使わず,剣道初

心者の剣道に対する抵抗感を緩和し,楽しく剣

道の攻防が学べ,且つ運動量を確保する導入段

階の検討を目的とした｡ 

これまでの先行研究として，有山による｢剣道

のかけひきの動きを習得する-竹刀を用いない

プログラム-｣が行われている。これは，剣道の

かけひきに注目したもので，竹刀を用いずに剣

道のかけひきを段階的に指導する実践である。 

また,田原による｢剣道初心者指導における片手

打ちの検討｣がある｡これは，片手打ち競技とし

て行われている短剣道やスポーツチャンバラに

着目し，剣道の初心者指導への対応を検討した

ものである。 

２． 授業実践 

（１）研究対象： 

鳴門教育大学附属中学校 1年生女子生

徒 

（２）授業者： 

大学院生Ａ（剣道四段:男子25歳） 

（３）調査期間： 

平成 28年 11月 29 日〜12月 7日（2

クラス合同で各3回の授業実践） 

（４）授業評価アンケート： 

授業ごとにデータをエクセルに入力し，

内容分析を行った。 

《手刀での活動》 

①対人足さばき 

 手刀の構えから，笛の合図で片方が 1歩攻め

入ってくるのに対し，もう片方は後退してさば

くこと，体を横に開いてさばくことを行った。 

②手ぬぐい切りゲーム(攻防分離型) 

 2 人 1組で片方は手刀の構え，もう片方は両

腕を軽く前に出した状態を取り，そこに手ぬぐ

いをかける。手刀側は素早いすり足から相手の

手ぬぐいを切り落とす。手ぬぐいを持っている

方は切り落とされないようにすり足や体を開い

て相手をかわす。 

③相手の手ぬぐいを取る(攻防分離型) 
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 2人1組で相手の胸元と腰に付けた手ぬぐい

を笛の合図で手刀の構えから 1歩踏み出して取

る。 

④相手と手ぬぐいを取り合う(攻防一体型) 

 2人1組でお互いに胸元と腰に手ぬぐいを提

げ，それを手刀の構えから取り合う。 

 
手刀での素振り(面・胴) 

 竹刀での活動に移る前に，手刀の構えから面

と胴の素振りを行った。 

３．結果と考察 

毎授業終了時に授業評価アンケートを行った。

アンケートの集計にあたり，「非常によく当ては

まる」を5点，「全く当てはまらない」を 1点と

し，それぞれの項目の数値をもとにしたＴ検定

から有意差をもとめ，検討を行った。 

Ｑ１．楽しく活動ができた 

 
上記の項目に対し，数値が徐々に高くなってい

った傾向がみられる。これは 3時間を通して生

徒の充実感が得られる実践内容であったことが

うかがえる。 

 その他にも，Q2「たくさん動けた」，Q3「礼儀

を意識して行えた」，Q4「大きな声を出せた」，

Q5「足さばきがうまく行えた」，Q6「剣道に興味

がわいた」という質問をしたところ，Q3，Q5，

Q6において3時間目に一番大きな数値を示すと

いう有意な差がみられた。 

今回の授業実践を通して以下のことが課題と

なった。 

 

 

 

 

 

①については，手刀の構えが崩れてしまう生

徒が少なからずみられた。これらの改善のため

にも毎授業の始めや，活動の合間の時間などに

構えの確認作業を行わせ，正しい構えの意識化

を図ることが重要である。 

また④について，剣道の構えに類似したもの

として手刀を取り入れたが，手刀の時の手首の

向きと竹刀を持った時の手首の向きが違うこと

や，実際に竹刀を持った時に感じる重さ，竹刀

の長さなどに抵抗感を感じる生徒もいた。 

４．今後の課題 

今後は手刀から竹刀への活動に移る前段階と

して，段階的指導法や簡易用具の使用などを検

討していきたい。また今回は女子生徒のみの実

践となったが，これが男子生徒に対して行った

場合や，男女共修の場合の授業構想なども検討

する必要があろう。 

＜引用・参考文献＞ 

・有山篤利:剣道のかけひきの動きを習得する 

-竹刀を用いないプログラム- 

https://www.youtube.com/watch?v=IdK1jDyQI5s 

・田原啓吾：剣道初心者指導における片手打ち

の検討，鳴門教育大学大学院修士論文，2011 

①手刀での正しい構えの意識化 

②手ぬぐいを取り合う際の安全性の確保 

③発声をさせるポイント 

④手刀から竹刀へのギャップの軽減 

⑤相手を思いやった礼法の意識化 
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保健体育科教員の勤務実態と健康状況に関する研究 

 

 

教科・領域教育専攻 

生活・健康系コース（保健体育）                  指導教員 藤田 雅文 

三好 徹 

 

Ⅰ諸言 

文部科学省「教員労働実態調査」（2016）¹⁾

では，中学校 399 校 10,687 名の教員に調査を

行っており，看過できない教員の勤務実態を明

らかにしている。このため，文部科学省は「学

校における働き方改革」²⁾を公表し，教員が心

身の健康を損なうことのないよう，業務の質的

転換を図り，限られた時間の中で，児童生徒に

接する時間を十分に確保し，児童生徒に真に必

要な総合的な指導を持続的に行うことができ

るようにすることを目指している。しかし，中

学校教員の 57.7％が，週 60時間以上勤務して

いる。つまり，月 80 時間の以上の過労死ライ

ンを超える時間外労働をしている。さらに，自

宅残業を含めると，教員は平均して，週4，5時

間程度の自宅残業をしており，これを加えると

過労死ラインを超える人の割合は，中学校教員

の74.1％と大幅に増加する。しかしこれは，中

学校教員全体の平均であり，各教科の結果と高

等学校教員の結果が出ていない。 

本研究では，中学校・高等学校保健体育科教

員の労働実態と健康状況を明らかにしていき，

今後の対策を検討していく。 

Ⅱ 先行研究の概要 

王（2006）³⁾⁴⁾は，中国の高校教員を対象と

して，教員の労働実態と関わる健康問題が生じ

ていると報告している。また，平日の学校内超

過勤務時間を調査した結果，約95％の者が学校

内での超過勤務をしており，平日1日の平均学

校内超過勤務時間が2時間以上の者が約40％，

4 時間を超える者が 10％であったと報告して

いる。 

Ⅲ 研究方法 

１． 調査の対象 

中学校・高等学校の保健体育科教員各400

名 

２． 調査の方法 

 郵送による質問紙調査 

３. 質問紙調査の内容 

（1）回答者の属性 

①年齢 

②性別 

③学校種別（中学校・高等学校） 

④教職歴 

⑤身長・体重 

⑥通勤方法 

⑦通勤時間 

⑧就寝時刻と起床時刻 

⑨喫煙習慣 

⑩飲酒習慣 

⑪現在校の勤務期間 

（2）学校での勤務状況 

①担当教科と１週間のコマ数 

②学級担任の有無 

③教科・担任以外で担当している業務 

（3）健康状態 
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①現在の健康状態 

②身体の疲れ 

③精神の疲れ 

④前日の疲れ 

⑤将来の健康について 

⑥過去1年の健康診断の受診の有無 

⑦職業性ストレス簡易調査票を用いた 

ストレスチェック 

（4）部活動 

①担当部活動 

②競技経験 

③部員数 

④活動日数 

⑤管理・指導範囲 

（5）働き方改革の進行度 

①登下校に関する対応 

②学校徴収金の徴収・管理 

③調査・統計等への回答等 

④部活動 

⑤授業準備 

⑥学習評価や成績処理 

⑦学校行事等の準備・運営 

⑧支援が必要な生徒・家庭への対応 

Ⅳ 結果の推移 

 中学校の保健体育科教員は，平成 30 年 3

月に「運動部活動の在り方に関する総合的な

ガイドライン」⁵⁾が策定され，部活動指導員

の配置や適切な休養日の設定が通達されて

いるため，部活動に関する労働時間は減って

いるものと考えられる。 

しかし，上記のガイドラインは，義務教育

である中学校の運動部活動を主な対象とし

ており，高等学校は対象外である。そこに大

きな差が生まれると推察できる。 

また，文献研究によって，働き方改革によ

る効果・課題があるのかについても検討して

いきたい。 

Ⅴ 引用・参考文献 

1） 文部科学省（2017）教員勤務実態調査

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdo

u/30/09/1409224.htm 

2） 文部科学省（2018）学校における働き方

改革について． 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou

/hatarakikata/index.htm 

3） 王穎（2006）中国高校教員の労働・生活

と健康問題について．日本教育社会学会

大会発表要旨集録58，147-148， 

4） 王穎（2014）中国における高校教員の労

働実態及びストレスとその対策に関す

る研究．北海道大学 博士論文 

5） スポーツ庁（2018）運動部活動の在り方

に関する総合的なガイドライン． 

6） 妹尾昌俊（2017）「先生が忙しすぎる」

をあきらめない．教育開発研究所． 

7） 内田良（2017）ブラック部活動．東洋館

出版社． 

8） 田所稔（2017）部活動って何だろう？こ

こから変えよう．新日本出版社． 
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